120　国連人権高等弁務官事務所（OHCHR）への
「高齢者の人権に関する法的拘束力のある文書」の
一般的な枠組み、構成、および指針原則に関する
共同提出文書
本報告書は、
カナダ国際長寿センター（International Longevity Centre of Canada）（2022年よりECOSOC（国連経済社会理事会）の認定資格を有する、高齢者に的を絞った人権擁護団体）および
ヘルプエイジ・カナダ（HelpAge Canada）（地域団体と連携し、高齢者の公平性と福祉の向上に取り組む団体）によって提出されたものである。さらに、以下の主要なカナダの非政府組織からも支持を受けている：
カナダ高齢者虐待防止ネットワーク、CanAge、ブリティッシュコロンビア州高齢者団体協議会、オンタリオ州高齢者虐待防止協会、国立老化研究所、および全国年金受給者連盟。
本稿は、高齢者の人権に特化した法的拘束力のある文書（LBI）の枠組みおよび指針原則に関する、国連人権高等弁務官事務所（OHCHR）からの意見募集への回答である。政府間作業部会（IGWG）内での最近の議論を参考にしつつ、本提出文書は、そのような文書の必要性と実用的な設計を強調することを目的としている1。
１. 基礎となるアプローチ
提案されるLBIは、すべての権利の普遍性と相互関連性を強調し、国際人権システムに確固として根ざしたものでなければならない。既存の条約は理論上はすべての人を対象としているが、高齢者の特定のニーズや権利は、しばしば見過ごされたり、一貫性なく保護されたりしている。新たな文書は、高齢期に特に関連する権利を再定義または明確化することで、こうした欠陥に対処しなければならない。権利への障壁の根底にあることが多いエイジズム（年齢差別）については、明確に説明し、法的に容認できないものとすべきである。
LBIの中心的な目的は、高齢者を単なるケアの受け手ではなく、権利の対等な保有者として認識することである。高齢者の権利は、市民的、政治的、経済的、社会的、文化的分野に及び、提案されるLBIを通じて保護される必要がある。これは、カナダの高齢者が経験した以下のような権利侵害の事例からも明らかである：
・ 長期ケア制度。これは30年以上にわたり複数の報告書で不十分であることが指摘されてきた。COVID-19による恐ろしい死亡率が発生した後でさえ、制度的な対応はほとんど、あるいは全く行われていない。
・ 2021年のブリティッシュコロンビア州における熱波（ヒートドーム）時の高齢者死亡率（79％）は不必要に高かった。これは、緊急事態において高齢者に焦点を当てる必要性を明確に示している。
・ 高齢者のホームレスの増加。これは、高齢者には役立たない従来のシェルターに優先して、特別な配慮を必要とする。
・ 高齢者虐待、ネグレクト、搾取、家庭内暴力、不当な扱いといった複雑な事案が増加している。しかし、高齢者のニーズを支える適切なリソースがなく、効果的に介入する能力も欠けている。
・ 不公正な雇用慣行、不平等な医療とアクセシビリテイ、そして固定観念によって強化された政策、テクノロジーからの排除などが挙げられる。
LBIは、こうした慣行が人権侵害であることを明確にし、各国政府に拘束力のある措置を講じるよう求める必要がある。交渉プロセスへの高齢者およびその組織による有意義な参画は不可欠である1。
２. 指針となる原則
LBIが実効性を発揮するためには、その解釈と実施を導く明確かつ普遍的な原則に裏付けられなければならない。これには以下が含まれるべきである：
・ 平等と無差別
・ 自律と独立
・ 有意義な参加
・ 経済的脆弱性に対処するための所得保障
・ 多様性、尊厳、包摂の尊重
・ ジェンダー平等
・ 交差性
・ アクセシビリティ
・ 既存の人権基準との整合性
・ 分類されたデータ収集と説明責任
・ 認知症への配慮と障害の包摂
本枠組みは、「高齢者」を恣意的な年齢基準ではなく、社会的構築物として再定義すべきである。以下の課題に対処するためには、明確な原則が必要である：
・ 強制退職や雇用・教育からの排除といった、エイジズム(年齢差別)や差別。
・ 自律と法的能力。高齢者の同意なしに、その人への決定がなされないことを確保する。
・ 虐待、ネグレクト、搾取、不当な扱い、および家庭内暴力を含む暴力からの保護。これには、予防と救済のための戦略が含まれる。
・ 参加。高齢者の生活に影響を与える政策、プログラム、制度を含め、高齢者に影響を及ぼすすべての決定について、高齢者に意見を聞くことを確保すること。
現行の条約はこれらの分野に言及しているものの、高齢期への明確な言及が欠如していることから、不備が生じている。新たなLBIは、権利を再確認するとともに、複数の不利な状況に直面している人を含め、高齢者への権利の適用を明確化しなければならない1。
⒊ 構成要素
法的明確性と実効性を確保するためには、条約の構成が適切であることが不可欠である。LBIは他の国連条約を模範とし、わかりやすい版（easy-to-read version）を含め、様々な形式で利用可能であるべきである。主な構成要素は以下の通りである：
・ 前文： 根強いエイジズム、人口動態の変化、および高齢者の貢献を認識する。
・ 目的および適用範囲： 高齢者が人権を十分に享受できるよう促進・保護する。
・ 定義： 限定的な解釈を防ぐための明確な用語。
・ 一般原則： 上記で概説した通り。
・ 一般的義務： 各国に差別的な法律や慣行を見直し、改正することを義務付ける。
・ 実質的権利： 暴力、虐待、ネグレクト、搾取、不当な扱いからの自由、ケアや技術への平等なアクセス、独立した生活、社会的保護、生涯教育、司法へのアクセスなどの分野における義務を明確化する。
・ 実施と監視： 高齢者の積極的な参加と国家による定期的な報告を伴う条約体委員会を通じて、説明責任を確保する。
・ 運営上の事項： 委員会および締約国会議のためのガイドラインを策定する。
最近の議論で強調されているように、この枠組みは可視性、一貫性、説明責任を強化し、LBIを実践的な実施ツールとするものである1。
４. 結び
高齢者自身およびその生活の質に影響を及ぼすあらゆる意思決定に高齢者を参画させ、明確な原則、運用指針、効果的な実施を備えた、高齢者向けの強固な人権枠組みは、長年にわたる格差を解消し、高齢者がすべての人権を完全に享受する権利を確固たるものにするために不可欠である1。
（翻訳・佐藤久夫、　　　　　　　）
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